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日本の漁業生産量は減少の一途をたどっています。埋め立て等による干
潟･浅場、藻場の消失や気候変動に伴う海水温の上昇のほか、水質・底
質の悪化や近年の貧栄養化、水産資源と漁業活動との相互関係など様々
な要因が指摘されています。水産資源
を持続可能とするには、資源と環境の
動態を把握する必要があります。
当社では、対象海域の特性に応じて、
漁業実態を把握し、水産生物の生活史
段階ごとの分布量と、餌料生物や環境
条件との関係を詳細に把握するため、
現地調査から解析まで実施します。
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◆漁業実態を把握します
標本船調査や聞き取り調査、買い取り調査などを実施し、漁獲量や漁場を
把握するほか、その季節変化や漁獲物の生理生態（肥満度・雌雄・生殖腺
成熟度など）を把握します。

◆生活史段階ごとの分布量を調査します
対象生物の生活史段階に応じた適切な調査手法を選択し、卵、幼生、成体
などの生活史段階ごとの分布量を正確に把握します。

◆食性を把握し、餌料生物との関係を解析します
胃内容物を分析し、重要な餌料生物を把握します。加えて、環境水中の餌
料生物量や餌料生物の生産に関係する環境項目を調査し、水産資源との関
係を解析します。

◆生態系における対象生物（水産資源）の動態を解析します
対象生物（水産資源）とそれを取り巻く餌料環境や水域環境に関する調査
結果を総合的に解析します。また、時空間的変化が把握できる数値モデル
の開発も可能です。

地域にとって重要な水産資源の
「持続可能な利用」の実現に貢献します
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